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市民生活の安全・安心を確保する防災拠点
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　このたび、四街道市庁舎整備工事の第一期工事として、現庁舎敷地内の駐
車場に整備を進めていた新築棟の建設が完了しました。
　現庁舎は耐震性能が低く、大地震が発生したとき倒壊などの被害を受け、
災害対応や被災者支援、行政サービスの提供などに大きな支障を来す恐れが
あることから、年から工事に着手したところです。
　新築棟は「防災拠点となる庁舎」、「全ての人にやさしい庁舎」、「環境
と調和した庁舎」などを基本方針として耐震性・経済性・施工性などを考慮
しＲＣ造（耐震構造）を採用しました。

　災害時にライフラインが断絶した状態でも災害応急対策活動などの業務が
できるよう非常用発電機の設置のほか、各階へのバリアフリートイレの整備
や、聴覚に障がいのある方の聞こえを支援する磁気ループ、ＬＥＤ表示装置、
赤ちゃんや小さな子ども連れの方に配慮した授乳室やキッズスペースを計画
的に配置するなど、全ての人にやさしい庁舎としました。
　また、真夏の直射日光を抑制する庇やエコガラスの設置に加え、高効率空
調設備の採用や太陽光発電設備を整備するなど環境にも配慮した庁舎としま
した。
　月から第二期工事として、複数ある既存庁舎の解体工事や５階建てから
３階建てにする減築工事、大規模改修工事などに着手していきます。
　庁舎整備の第１期工事に多大なるご尽力をいただきました関係者の皆さま
にあらためて感謝申し上げます。

議場

執務スペース

エントランス

　本計画は庁舎機能の向上に対して、新築棟の計画、既存庁舎の再利
用（減築手法を活用した耐震性の向上、現代の機能に適した改修）を
同一敷地内で行い、新旧一体型の総合庁舎を再構築するものです。
　今回完成した新築棟は減築・改修後の既存庁舎とガラスのホールで
つなぐことで一体化を図る計画です。外観は日除けとメンテナンス兼
用の庇により水平ラインを強調したデザインとし、既存庁舎にも同様
に庇を計画することでデザイン的な統一を図ります。
　新築棟と既存庁舎の内部動線をバリアフリーでつなぐために、新築
棟の階高は既存庁舎と同一とし、逆梁、ボイドスラブ、天井レスを採
用することで、執務エリアおよび待合いに圧迫感がなく、開放性が向
上するように努めています。
　新築棟、既存庁舎とも低層建築物とすることにより、周辺建物との

調和、北側住宅地への日影、圧迫感の低減に配慮しています。また、
豊かな既存樹の活用と「市の木」である「サクラ」を中心に、緑豊か
な環境づくりに配慮しています。
　既存庁舎を有効活用し、新・旧一体化を図ることで、あたかも全て
が新築のようなＳＤＧｓに向けた総合庁舎づくりを目指しています。
新たな総合庁舎として、市民に親しまれる施設となることを期待して
います。

　株式会社ＩＮＡ新建築研究所
　建築設計部　グループリーダー 　楠部　博政
　建築設計部　ディレクター　プロジェクトマネージャー　北吉　貴行
　建築設計部　主幹 　 　 　益子　　拡

■工　　事　　名：四街道市庁舎整備工事
■発　　注　　者：千葉県四街道市
■計　　画　　地：鹿渡無番地
■敷　地　面　積：１万，㎡

■新　築　棟　規　模：ＲＣ一部Ｓ造４階建て延べ，㎡
■基本・実施設計：ＩＮＡ新建築研究所
■施　　　　　工：大成建設
■工　　　　　期：新築棟年３月～年８月。全庁開庁予定年２月
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